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方等時に属する経典分類 を通 して の

　　　　　五 時説の 意味の 再考

崔 恩　英

1． は じめ に

　 五 時説の 内容は 経典に対する分類 に お い て ， 経典 目録や 大蔵経の 編制体系 と密

接 に 関連 して い る． 大蔵経 の 分類基準 は大 き く三 つ あ る． 1）経典 の 歴 史 的な発

展段階 を考慮 して ， 新 し く分類体系 を導入 した大正 新脩大蔵経， 2）開宝蔵以 降，

大 蔵経の 入蔵基準 とな っ た 『開元 釈教 録』， 3）卍続 蔵経 が 根拠 とす る 『閲蔵知

津』．歴 代の 大蔵経は知 昇の 『開元釈教録』 の 編制 に従 っ て 編纂 され た． 知 昇 は

重短合訳 され た大乗 経典 を， 般若 部， 宝積部 ，大 集部 ， 華厳 部 ， 涅槃 部 ，
五 大部

外諸重訳経 そ して短訳大乗経に分けて ， 初め て 体系的な分類の 基準を作 っ た
1）
．

こ の 分類 基準 にお い て ， 特定の 宗派 との 関連 性 を見出 す こ とは容易 で は な く， 殊

に， 『法華経』， 『思 益経』， 『金光明経』， 『楞伽 経』， 『解深密 経』 な どが すべ て 五

大部外 諸重訳 経 に 入 っ て い る 点は
， 教判 説 との 関連性 を推 定 し難 くす る． 『法 華

経』 を除 くと， こ れ らの 経典 はすべ て 五 時説 の 方等時 に 属す る経典 で ある ．

　 卍続蔵 経 は智旭 の 『閲蔵知津』 の 分類体系 に従 っ て 編 制 され て い る． 『閲蔵知

津』 は凡例 に お い て ， 全体 目録を分類す る 方法を詳 し く紹介 して い る ． 基本的に

大乗 経 を前 に 置 き， 小 乗経 を後 に 位置 させ な が ら ， そ の 中の 大 乗経 を ，

一 華厳

部 ，
二 方等部 ， 三 般若部 ， 四 法華部， 五 涅槃部 に分類 す る．従 っ て ， 厳密 に は天

台の 五 時 とは相違が ある． しか し
， 智旭 は 『彙 目義門』の 五 時説 に よ る 分類の 不

備 を補 完す る と し
， また 天 台 の 五 時説 に は 通別 の 区分 が あ る と闡明 す る． 従 っ

て
， 通 論 と して

， 華厳 か ら涅槃 に 至 る まで
， 如 来一 代 の 教 え は遍 く及 ん で い る と

見 た ． また
， 菩薩 蔵 と声 聞蔵 は昔 か らの 分 類法 （古判 法） で あ る と した

2）
． 凡例

を通 して
， 「閲蔵知津』 が 大 き く通 五 時 説， 声 聞 ・菩 薩 の 二 蔵 説 の 立 場 を取 っ て

い る こ とが わ か る ．

　周知の よ うに ， 方等時は 五 時説 に の み 現 れる 教判分類 と して ， 天 台教学に お い

て は重要 な内容 とな っ て い る ． 五 時 の 中の 四 時 （華厳時，阿含時，般 若時，法華涅
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（42） 方等時に 属す る経典 分類 を通 して の 五 時説 の 意味の 再考 （瞿）

槃時）は最初 か ら明確で あ っ た が ，

一
方 ， 方等時へ の 規 定 と方等 時 に 帰属 すべ き

経典 を教判す る こ とは， 天 台の 後学 に と っ て は残 され た課題で あ っ たろ うと考 え

る． 本稿 にお い て は
， 天台智頻か ら宋代 を経て ， 明代の 智旭 に至 る まで の 方等時

と， そ こ に属す る主要経典の 解説を辿 っ て 行 くこ とにする ．

2 ． 方等時経典の 特徴と解釈

2．1． 天台智顕 の 第三 方等時の 基準

　智顕は以 前 の 五 時教 とは 異 なる 五 時説 を主 張 した． 五 時の 教説 を通 別 の 教 えに

分 けて ， 別論する と各時 に該 当す る が ， 通論す る と如 来一 代 の 教 えの 初後に 普 く

説か れ た とい う立場を 『法華玄義』で 明か して い る．

　
一 方 ， 『法華玄 義』 で は 方等 時の 経典 の 特徴 を ， 「折小 弾偏 歎 大 褒 円」 と言 っ て

お り， 方等経の 区別基準が 大小相対 と偏円相対 とい う観点に基づ い て い る こ とが

わか る ． 方等時の 基準 とな っ た大小の 解釈 は明 らか で あるが ， 偏円の 解釈 は ど う

か ． 『摩訶止 観』 で 最 も直接的 な説明が なされ て い る
3）
．

　偏 円章は大小 ， 権実 な どの 違 い が ある こ とを知 る必要が ある の で 説 か れ て い る．

円教 とい う究極 の 教 えに至 る前 の 大乗半 字の あ らゆ る教 えが偏 で あ る． 偏 円は ，

観法 に お い て は
， 円教止 観の

一
心三 観 だ けを 「円」 とい い

， 蔵教析法止 観 で 別 教

の 止観 に よ り中諦 に 入 る
， あ らゆ る 観法 を 「偏」 とい う． そ れ故 ， 偏 は蔵通別教

の 観法 と教 え を指 す の で あ り， 円 は 円教 の 止 観 と教 えだ けが こ れ に 相 当す る．

従 っ て
， 偏 の 意 味 は 二 通 りに解釈 され得 る ． と こ ろ が ， 『法華玄 義』 に は， 第三

時 を説 明 して
， 「抑 挫声 聞褒揚 菩薩 」， 「折挫 諸偏菩薩i， 褒揚極 円菩薩」， 「折 挫諸

権菩薩 ， 褒揚於実菩薩」 とい う表現が ある ． こ れ は偏 円を ， 蔵通別／ 円教 の 教 え

に局 限 す る こ と を超 えて
， 広 い 意味 で は 声 聞 （蔵 ）／菩 薩 （蔵 ）， 或 い は権／ 実の

意味 を含 む概念 と して 解釈 され る 可 能性 を開 くもの で あ る．

　 また ，不 定教 に 属す る経典 が 方等時 と関係す る． すなわ ち， 「法華玄義』 で は

偏旁不 定教 を説 明 して ， 非 次第で あ り， 常 住の 道理 を明 か す別 の
一

部類 と して ，

『金光明経』， 『勝 鬘経』， 『楞伽経』， 「央掘魔羅経』 を挙げて い る． そ こ で
， 『央掘

魔羅経』 が弾訶 と非次第 を現 す よ うに
， 『浄名経』 も同 じ部類 の 教 えに なる と看

做 す
4）
． こ れ に基づ い て

， 天台 の 後学 達 は 「浄名経』 が属す る 方等時 と不 定教 と

を関連付 ける よ うにな り， そ れが 以 降 に流行 した新訳経典 の 教相 を判釈す る 際 に

も有効 に な っ たの で あ る．

　 こ れ に よ り， 天 台智顕が 方等時 に 属す る 経典 を理 解 した範 囲が 示 され た こ と に
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な る． 1）五 時 を通 別 に分 けて み る 点 ，
2）弾偏折小歎大褒円の 基準． こ こ で の 偏

円の 基準は
， 化法四 教 に局 限 されず ， 声聞／ 菩薩， 或 い は権／実 の 教 え を含 む広

い 範 囲で 解釈 され る． 3）不定教 に属 し， 非次第 と常住 とを明か す特徴 を有する

もの が ， 方等時に属 する経典 なの で あ る．

　 唐 代 の 灌頂 や 湛然 の 場合 は， 方等時 の 基 準 に 対 す る独 自の 説 明 は 見 当 た ら な

い ． その 時期 まで は ， まだ新た に漢訳 され て 仏教学全体 に 影響 を与 えた経典が な

か っ た と推定 さ れ る ． 本稿 に お い て は
， そ の 理 由 を追究 す る こ とが 目的で は な い

た め
， 宋代 以後 ， 『楞厳 経』 の 解釈 に お い て 方等 時が 通 論 中心 の 説明 へ と具体化

されて い くの を確か め る こ とにする，

2 ．2 ． 宋代以後 ， 天台学僧達 の 方等経典に対する解釈
一

『楞厳経』 を中心 に

　高麗 の 諦観 に よ っ て 整 理 さ れ た 『天 台四 教儀』 の 中の 方等時 に 属 す る 経典 は
，

天台智頻当時の もの と同
一

で あ る
5）
． 基本的 に は 別五 時の 立 場 に 立 ち ， 折小 歎大

の 範疇で 説明 して い るの で あ る．

　 後 に
， 宋代 の 天 台学 僧達 に よる経典 注 釈 に お い て ， 重 要な もの と して 議論 され

る 経典 は 『楞 厳経』で ある． 神智従義 （1042〜1091）は 『法華三 大部補註』 と 「iE

観義例纂要』にお い て
， 『金光明経』が 方等後文で あ る よ うに ， 『楞厳経』 も方等

後文 で ある と明か して い る
6｝
． こ の 経 の 中に ， 『妙法 華経』 に定性声 聞 と

一
切 が

一
乗の 寂滅道場 を得 る との 内容があ るの を引用 して ， 方等後分経 と看做 したの で

あ る ． 天台 とその 他 の 文献に よ っ て
，

こ こ で 初 め て
， 「金 光明経』 と同 じ分類根

拠 に よ り， 『楞厳経』が 方等時に属する とい うこ とが 明 らか に な っ た．

　北 峰宗印 （1148−− 1213） は ， 「楞厳経集註』 に お い て 『楞厳経』の 題 目を五重玄

義 で 解釈 し， 醍醐 味の 教相 と判釈 した ． 数人の 先学た ちの 異見 を紹介 しな が ら ，

「楞 厳経』 の 前半 に は次第が あ り， 後半は非次 第で あ るが ， 方等に帰属する こ と

が妥 当で ある よ うだ と， 明か して い る． そ こ で ， 以前の 先学た ちが華厳 ， 般 若 ，

法華 ， 涅槃以 外の 多 くの 小乗 （経）を鹿苑 （時）に帰属 させ
， 多 くの 大乗 （経）は

方等 （時） に 通 摂 した と紹介 して い る． と こ ろ が ，
こ の 膨大 な説 を唱 えた 先学が

誰で あ るか を 明か さ なか っ た． そ して
， 通五 時 に は 文通 と義通 が あ る が ， 『楞厳

経』 が方等に なる の は経の 前半 に の み 該 当す る と し ，
こ の よ うな部類 は 経家 を結

集 し， 収通帰別す る 文通 とい う独 特の 見解 を示 して い る
7）
．

　明代 の 伝灯は 『楞厳経玄義』 に お い て 『楞厳経集註』 をその まま継承 し， 『楞

厳 経』 は通五 時説 の 中で も収通帰別する 文通の 経典 と判釈する ． 『楞厳経玄 義』

で 注 目され る もう
一

つ の 点は ，伝灯が如来
一
代の 教説 の 時教 を大小偏 円 を も っ て
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（44） 方等時 に属す る経典分類 を通 して の五 時説の 意 味の 再 考 催 ）

区分す る とい うこ とで ある
8）
． こ れ は伝灯 が智顕 の 弾偏折小 歎大褒 円 とい う， 方

等時 の 基 準 を継 承 して い る こ と を示す もの で ある と思 わ れ る ．

　伝 灯 は智 旭 の 天 台思 想 に 直接的 な影響 を与 えた 人物 と して 知られ て い る． 智旭

（1599〜1655）の 『楞厳経文句』 で は ，
こ の 経 が生酥味 で あるが ， 毒 を発 して 死 に

至 ら しめ る こ とが あ る の を挙 げて ， 方等部 の 中 の 円頓味 に 当た る と注釈 して い

る． これ は宗印が 「楞厳経』 の 教相を醍醐味 と解釈 した ， その 延長 に あ る の で あ

る ． 『楞 厳経』 を方等時 と見る解釈は ， 宗印以 降， 通五 時的 な立場が 強調 され て

解釈 され た こ とを示 して い る
9）
．

2 ．3 ． 智旭の 『閲蔵知津』 に於 ける 「楞厳経』 と 『円覚経』の 教相

　 『閲蔵知津』 は仏教典籍 を分類 し ， そ れ ぞ れ の 経典 を品 に 随順 して 紹介す る経

典 解説 書 で あ る． 故 に ， 「まだ （経典 を）閲 覧 して い な い 者 は （閲蔵 知津 を読 め ば）

前後 の 宜 しきを知 り， すで に 閲覧 した 者 は権実 に 包摂 され る こ とを知 る ， 義を持

つ 者は約 に即 して 広 を知 り， 文 を持 つ 者 は 広 を理解 し約 に帰 す る こ とがで きる．

権で あれ ， 実 で あれ ，

一 心 を出ず ， 広 で あれ ， 約 で あれ ，

一 相 に咸通す る ． 故 に

『閲蔵知津』 と名つ く」
lo）

と明か して い る． こ の
一

節か ら， 宗印 の 義通 と文 通 を

継承 して い る と推定す る こ とが で きる だろ う． 凡例に は密部の 経典の 中に ， 華厳 ，

法華， 般 若の 名が すべ て 見 られ る と し ， 儀軌 と呪 文 な どは 秘密宗 に属 す る が ，
こ

れ らは 49年の 問 ， 如来が 通的 に説い た とい うこ と を挙 げて ， すべ て 方等大教 に

入 れ る と して い る． こ れ に よ り， 智頻 が特 に定義 して い なか っ た ， 多 くの 密部の

経典が すべ て 方等部 に 入 る準拠が整 っ た の で ある ．

　各部の 最初 に 「述 曰 く」 とい う内容 が ある が ， そ れ は 「部」全体 の 性格 を説明

す る． 方等部の 「述 曰 く」 （r閲蔵知津』J31，　p．・799c4−13）の 説 明 に よる と
， 如 来一

代 の 教 えは声聞蔵 と菩 薩蔵 が最 も大 きい 範疇 とい うこ とに な る．大乗 と方等 はす

べ て菩 薩蔵 に属 す る． 大 乗 の なか で ， 華厳 部 ， 般 若 部 ， 法華 部 ， 涅槃 部 を除 い

て ， 顕教 で あれ ， 密教 で あれ ， 小 乗 の 教 え を対治 して 大乗 の 教 えを明かす もの ，

或 は 諸仏菩薩 の 因 ・果 ・事 ・理 ・行 ・位 ・智 ・断を明かす もの は 方等部 に収 め ら

れ る の で ある ． こ の 内容 は智 顕が 立て た 大小 ／偏 （声聞蔵）円 （菩薩蔵）相対の 観

点 が反映 された方 等時の 説 明 と考え る こ とが で きる。

　方等部 は さ らに 方等 顕説部 と方等密 呪 部 に分 け られ ， 密呪 部 は さ らに経 と儀 軌

に分類 され る． 『楞厳経』 は こ の 中で 方等密呪経 に属す る．

　 『楞厳 経』 は方 等経で ある が ， 円教 の 解 を 開 き， 円行 を示 し， 円位 を明か す，

宗教 の 準則で あ り， 性 ・相の 総要 で あ っ て
，

一 代法門 の 精髄 と して
，

成仏 し祖師
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方等時に 属する 経典分類を通 して の 五 時説の 意味の 再考 催 ） （45）

に な る正印で ある と， 表現 され て い る ． こ の 説 明は 『楞 厳経文句』に お い て ， 『楞

厳経』 の 教相 を方等部の 中 の 円頓 味 と看做 した こ とと， 同 じ脈絡 と言 えよ う．

　 『閲蔵知津』 にお い て 『円 覚経』 は 華厳部 に属 す る． こ の 説明 の 中 に は教判 に

関連す る内容は 全 く見当た らない ．

　 『円覚経』 にお ける教相判釈に 関連 す る よ うな 内容 は， 『円覚経略疏鈔』 に見 出

す こ とが で き る
ll）

． 宗密は不 定教 の 説 明 をす る 中で ， 上 機根の 者の た め に頓 を

顕 す一
真覚性 な る常住の 義 を説 く如来 の 教 えの

一
つ と して ， 『央掘魔 羅経』， 『如

来蔵経』， 『勝鬘経』， 「金 光明 経』 と共 に ， 『円覚経』 を入 れ る とい う説 明 を紹 介

して い る． こ れ は 『円覚経』 を ， 頓教 と しつ つ
， 不定教 と結びつ ける 内容 と言え

る． 天 台家に お い て ， 不 定教 と方等時の 経典 とを関連付 けた こ とを考慮する と，

『円覚経』 は方等時 に 属す る と解 す る こ とが で き るだ ろ う． 宋代 の 釈知聡 は 『円

覚経心 鏡』 に お い て ， 『円覚経』 は方 等部 に 属 し，教 と味 に お い て は
一

円で あ る

と明か して い る ．伝灯は 「性 善悪 論』 で ， 『維摩経』， 『楞伽経』， そ して 「円覚経』

と 『楞厳経』 が 第三 方等時 に属 し， 『円覚経』 と　「楞厳経」 が性 具 善悪 の 旨を最

も よ く発揮 して い る と称嘆 して い る
12＞

． しか し，伝灯 の 影 響 を受 けた と知 られ

る智旭 は ， 『閲蔵知津』で 『円覚経』を方等部で はな く， 華厳部に入 れて い るが ，

詳 しい 教 判の 説明は見当た らな い 状況 で あ る
13）

．

　今 日，全世 界の 仏教学 者達 が多 く活用 して い る CBETA の 続蔵経分類 にお い て ，

『円覚経逸 文』 は 印度撰 述経 部の 華厳 部 に属 して い る が
， 中国撰述 の 大 小乗釈経

部 の 『円覚 経』 註釈書 は方 等部疏 に 属 して い る
14）

． こ れ は
一

つ の 経 典 の 判 属 を

二 つ に 分類 して い る わ けで あ っ て ， 混乱 を生 じ させ る側面が ある と言い 得 る． も

し 『閲蔵知津』 に 依拠す る な らば ， 大小乗釈経部 に あ る 「円覚経』の 註釈書は華

厳部 に変 えるべ きで あ り， そ れ に よ り一 貫性 を保 つ こ とが で きる だ ろ う．

3 ． 方等時の 経典分類を通 して み た 天台五時説の 現代的な価値

　初伝の 漢訳の 時期か ら天 台智顕が生 きて い た 時期 まで
， 漢訳 され た大乗経 典 を

体系的 に分 類 す る
一

つ の 基準 を天台 の 五 時説 が提供 して くれ た ． そ して
， 智 顎の

死 後に翻 訳 され た り， 撰述 され た 密教経典 を含 む多 くの 大乗経典 に つ い て も ，
こ

の 基準 は 有効で あ っ た． お そ ら く宗 印 を起 点 とす る 1200年頃 か らは
，

華厳 ， 般

若 ， 法華 ， 涅槃 に 属 しない 多 くの 経典 をすべ て 方等部 に帰属 せ しめ る こ とが ， 天

台学にお い て は当然の 基準 とな っ た ろ う と推 定され る ．

　特に ， 『楞厳経』， 『円覚経』 の よ うに
， 宋代 以 後， 諸 教 に 持続 的 に影響 を与 え
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（46） 方等時に属す る経典分 類 を通 して の 五 時説の 意味の 再考 （崔）

た 諸経典が帰属 され る根 拠 を ， 方等時の 規定にお い て 見出すこ とが で きる ． 通五

時説の 基準 ， す なわ ち厳格 な折小弾偏 歎大褒円に は及 ぼ ない が ， 大小 ／偏 円相対

の 観点 を継承 して い る 様子 を確認 す る こ とが で きる ． そ の 結果 ， 1600年代に 智

旭 が 『閲蔵知津』 で 示す分 類 の 凡例 に至 っ た の で ある． 『閲蔵知津』の 分類基 準

は さ らに卍 続蔵 経分類 の 根拠 とな っ た ．

1）明詮は 『大周刊定衆経 目録』におい て
， 大乗の 重訳経の 中で類似する経典類 を纏め て

，

　華厳経枝派 ， 般若枝分，大集経枝 派 ， 涅槃枝分 ， 文殊舎利仏土 厳浄枝分等 に 区分 し た．

　しか し，経典分類 に対す る明確 な基準が あ っ た とは看倣 し難 く，
これ ら以 外 の大乗重

　訳経 に対 して は 区分 を しない 状態の ままに した．従 っ て
， 自ら分類の 基準 を は っ きり

　持 っ て
，

一貫 して 分類 した 人は
， 知昇が 初め て で あ る と言 える ．

2） 『閲蔵知津』 （J31，　p．　771a25−26）．

3 ） 『摩訶止観』 （T46 ，
　pp．32a12−33a8）．

4 ） 『法華玄義』 （T33 ，
　p．　803b8−18）．

5 ）『天 台四教儀』 （T46 ，
　p．774c）．

6 ）『三 大部補注』 （X28 ，
　p．182a2−6）。

7 ）『楞厳経集註』 （X11 ，
　p．169a8−−24）．

8 ） 『楞厳経玄義』 （X13，　p．32c5−6）釈迦如来所説
一

代時教，適時而進 ， 大小 偏円各有区

　 分 ．

9 ）智旭 の 通 五 時説 的立 場 を重 視 した研 究 は，岩 城 英 規 （「智旭の 教判 論
一

通の 五 時

　重視 とい う特徴 に焦点を当て て 」， 「天 台学報』42，
2000） を参照．

10） 『閲蔵知津』 （J31，p．771b3−6）．

11） 『円覚経略疏鈔』 （X9 ，
　p．849b4− 5）．

12）『性善悪論』（X57 ，
　p．377blO− 11）．

13）『教観綱宗』 （T46 ，
　p．938a13−14）に 「所頓説 ， 唯局華厳 （凡

一
代 中 ， 直説界外大法，

　不与三 乗共者，如 梵網 円 覚等経 ，並 宜収入 此 部．是謂 以 別 定通 ， 摂通入別也）」 とい

　 う内容がある．

14）CBETA 続蔵経 は基本 的 に 日本 で 刊行 され た卍 続蔵経 （1912） を電算化 した もの で

　 ある ． もとの 卍 続蔵経 は 印度撰述 と中国撰述，大小乗釈経部の 1頂に な っ て い るが ，部

　 を分 離 し明 示 して は い な い ．CBETA で は ，探 しや す い よ うに ，部 を分 け，補 完 して

　刊行 され た卍新纂続蔵経を挿入 して ，現在の 編集体系が整 うに 至 っ て い る．

（二 〇 〇七 年韓 国政府 教 育科 学 技術 部の 財源 に よる 韓国研 究財 団 の 支援 NRF −361−2007−1−

AMOO46 に よる研究成果の
一

部）

〈キ ーワー ド〉　方等時 ，
五 時説 ， 智顎 ， 『閲蔵知津』， 卍続蔵経 ， 智旭

　　　　　　　　　　　　　　　　 （金 剛大学校仏教文化研究所 HK 教授，哲学博士）
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